	平成２６年度

第１回　羽 黒 地 域 審 議 会

会　議　録　（概要）




期　日　：　平成２６年６月５日（木）

場　所　：　羽黒庁舎　３F集会室
平成２６年度　第１回  羽黒地域審議会会議録 （概要）

○日　時  平成２６年６月５日（木）１０時００分～１２時００分
○場　所　羽黒庁舎３F集会室
○出席委員（順不同）
　　金野 信勇、伊藤 俊一、榎本 トヨ、山田 勝実、齋藤 和彦、加藤 欣也、勝木 正人、田村 廣実、山口 平、小南 孝子、庄司 晴一、島津 慈道、星野 博、今井 雄喜、
早坂 一広、土岐 由紀
○欠席委員

　　山田 鉄哉、阿部 良一、鈴木 史子
○市出席者
　　本所　　　地域振興課地域振興専門員　齋藤 芳
羽黒庁舎　支所長　武田 功之、 総務企画課長　阿部 寛、市民福祉課長 國井 儀昭、
産業課長　匹田 久雄、観光商工室長　佐藤 潤到、

東部建設事務室長　高橋 親孝、東部税務事務室長　東海林 良哉、

総務企画課コミュニティ防災主査　伊原 千佳子

総務企画課総務地域振興専門員　呼野 克洋、総務企画課主任　山本 務
総務企画課主事　伊藤 寛実、門間 葉子
次 第
〔辞令交付〕

１　開　　会

２　あいさつ
３　副会長の選出

４　報　　告
（１）平成２６年度の羽黒庁舎における主な重点事業について
　①総務企画課

　・羽黒庁舎改築事業について

　・門前町歴史まちづくり事業について

　・松ヶ岡地域振興ビジョン推進事業について

　・羽黒地域振興計画について

　・自治組織ステップアップ補助金について

　・羽黒地域の広域コミュニティ組織設立について

　・学校適正配置の検討状況について

　②産業課

　・条件不利地や耕作放棄地の再生と活用について

　・都市と農村等の交流の推進について

　③観光商工室

　・羽黒山午年御縁年及び山形デスティネーションキャンペーン誘客対策事業について
５　協　　議
　（１）平成２６年度の地域審議会の進め方について
　（２）その他
６　その他
７　閉　　会
【会議の概要及び発言要旨】
 〔辞令交付〕（１０時００分）
１　開　　会

２　あいさつ　　会長　金野 信勇委員　　支所長　武田 功之
３　副会長の選出　　山田 鉄哉委員（推薦）
４　報 　告
（１）平成２６年度の羽黒庁舎における主な重点事業について
　資料に基づき説明　資料１、２
＜質疑応答＞

今井 雄喜委員：３０ページの広域コミュニティ組織について、一部の地域で組織検討をしているという情報があり、防災部に消防団が入ってもらいたいという要望があったようだ。経緯としては、消防団から１名ずつ広域コミュニティ組織に入るということで消防団としては容認したが、防災部にも入ってほしいという案がきたようだ。それに関して消防の事務局と相談したが防災部には入れない。防災部には自主防災組織が入るべきで、消防団はアドバイザーに徹するというスタイルをとっていきたいと思っている。そういったことも踏まえて今後の決定に向けて進めてもらいたい。
 総務企画課長：３０ページの組織図について、各地区公民館区において専門部を設けて、防災部を設けている。防災部については自主防災組織はもちろんだが、これから方向性が決まってくると、自治振興会を中心として行政とタイアップして防災訓練を行うわけだが、その際、消防団からも一部を担ってもらうという考え方で、防災部に消防団から誰かをという考えですので、幹部や消防本部の考え方もあると思うが、調整を図りながら今後の対応を進めていきたい。
今井 雄喜委員：今の回答に関しては一旦持ち帰る。要請があればアドバイザー的に対応は可能だと思う。配属されている人が勝手に判断もできないので、消防団事業とも違うので、資機材等を使うのであれば上部との話し合いが必要だと思う。できれば個々にやらずに、連絡員として１名配置しているので、羽黒方面隊と連絡を取りながら、時間をかけての協議になると思う。
庄司 晴一委員：私も広域コミュニティの関係で新しくできる自治振興会に関わっているが、現在各地区で立ち上げを行っている自治振興会については、地区を何とかしていこうということが大きな柱になっている。全体の形としては必要だとは思うが、我々がこれからも地域に住み続けていくためにはどうしたらいいかを、３～５年先の計画を作りながら地域づくりをしていくという考えを持っている。その為の組織だ。防災部は自主防災組織が主体だというが、集落に自主防災組織があっても実態は活動しているところは多くない。そして知識を持っている人もいない。その為に今人を育てている。だが、今現在は思うように動けないというのが現状だ。これから住み続けていくにはどうすれば良いかを考える組織なので縦割りの考え方だけでは駄目だ。地域の協力なしでは消防団羽黒方面隊も活動が成り立たないと思うので、その事も留意してもらいたい。
　　 金野会長：何かを新しくしていくというときは色々な形で問題が出てくる。特に内部から崩れた場合はどうしようもない。そういう意味では常にチェックして、内部を守っていかなければいけない。検討するところがあれば一緒に検討していかなければいけない。
小南 孝子委員：４０ページの産業課の市民農園について聞きたい。市民農園として月山１１－３団地まで来て農業を行うと思うが、月山高原活性化センターで休憩したりできれば良いと思う。月山高原活性化センターで軽食を出す等の話も聞いているがどうなのか。市民農園への募集はあったのか。
　　 産業課長：市民農園に関してだが、休憩場所については月山高原活性化センターを以前から耕作者が活用しているので、それをベースに募集を行い、市民農園に来た方も利用できるということで募集をしている。市民農園については１１－３利用組合が市民農園部会をおこして受け持っており、事務局の業者が本日の資料のチラシを作り、全戸配布ではなく、市内の色々な施設に設置してもらったり、事務局の業者のホームページに掲載したり、タウン誌等で周知をしている。現在申込が１３区画ある。チラシを見てもらうとわかるが、基本が１３区画、お任せコースが１区画、サポーター会員が１名ということで、今年から取り組みを始めている。食事に関しては、月山高原活性化センターについては無人の施設なので、現在事務局の方で色々な催しをこれから企画していきたいと聞いている。
田村 廣実委員：２ページの門前町歴史まちづくり事業の中で、５～６行目「地域の区長さん～」となっているが、色々な人や団体が入っているので文言を訂正した方が良い。公文書で区長に「さん」は付けない方が良い。「無電柱化や道路美装化等」と載っているが、桜小路付近は雪深いため電柱が防犯灯も兼ねているが、無電柱化すると街灯はどうするのか。１０ページだが、奥田シェフが以前テレビで藤沢カブを紹介し有名になったが、吉村知事と話した時に、藤沢カブは元々は手向から発祥したらしいと言われ、私も初めて聞いたので知識のある方がいれば教えてほしい。１８ページのステップアップ事業の締め切りが５月３０日になっているが羽黒地域では申請があったのか。
 総務企画課長：今年度の歴史まちづくり事業については、それぞれの道筋をつけるために委託等を考えているが、事業について地域との共有化を図ることになっている。無電柱化についても今年度に方向性が決まると思うが、手向地区については雪深く、道路そのものも狭い状況なので、山王町のようにすると非常にコストがかかる状況のため、色々なことを総合的に考え方向性を決める。ステップアップ補助金については、羽黒地域からの要望は無い。
　　 産業課長：藤沢カブが手向発祥かは知らない。逆に手向の方で藤沢カブの情報を知っていたら教えてほしい。
田村 廣実委員：手向の中で主だった人に聞いたが分からなかった。

加藤 欣也委員：１０ページ目の「畜産農家と耕種農家による耕畜連携の推進を図ります。」とあるが、問題になっているのが羽黒の堆肥センターだ。２レーン中１レーンが壊れており、その中で２７年度から藤島の堆肥センターを共用するということで動いており、羽黒の畜産農家が搬入場所がなく困っている。振興計画にあるように耕種農家との連携がとれていたのが、藤島の堆肥センターと統一することにより壊れると思うので、市の方から対応を考えてもらいたい。羽黒の堆肥センターへの搬入量が藤島の堆肥センターの許容量を超えているのは数字上も明らかで、壊れたついでに２７年度から統一というのは拙速だと感じている。市で羽黒の堆肥センターを切り離す考えなら、畜産農家が独自に堆肥舎を作る等、対応していくので、期間や資金繰りを考えなければならないので、畜産農家が猶予を持てるよう考えてほしい。
　　　 支所長：鶴岡市の行財政改革で羽黒の堆肥センターを藤島の堆肥センターと統一するとあり、過去に議会の一般質問で同じ質問があった際に市の考え方を答弁している。意見も頂いたので農林水産部に申し入れはする。壊れたからついでに統合するということではない。
加藤 欣也委員：２７年度春から統合するということを畜産農家は誰も知らなかった。堆肥センターが壊れていく中で話があった為、畜産農家は不安になっている。今の季節は置く場所の確保等は可能だが雪が降ってからでは難しい。説明会が今日の夜にあるので色々な意見が出ると思うが、畜産振興も宜しく願いたい。個人対応になり、野積みになると臭い等の問題も出てくるので対応を願いたい。
　山口 平委員：今の堆肥センターの件で、藤島の堆肥センターと合併するという話だが、藤島の堆肥センターが小さくて羽黒地域の堆肥を十分に搬入することができないとのことなので、説明を聞いて農協の方でも畜産農家とともにどのような判断をするかだが、十分な対応を願いたい。それから質問だが、先日の連休は羽黒山が随分混んでいたという話だが、これから月山が開山すると、昨年度の状況を見ても月山八合目の駐車場が小さいため随分混雑していたので、今年も同様になると思う。市長とも話をしたが、月山ハーモニーパークの敷地を駐車場として利用しバスでピストン輸送できれば良いと言っていたが、観光商工室で何か話を聞いているか。
 観光商工室長：月山公園線の夏の混雑についてだが、観光協会としては７月の中旬から８月の上旬まで土日に誘導対策を実施している。日曜日については特に混雑するので、六合目の駐車場に一般車輌を入れてシャトルバスを運行する対応をしてきた。月山ハーモニーパークを駐車場として、そこからシャトルバスをという話だが、庄内総合支庁からも話があり、県の補助事業を導入して、８月３日に社会実験として月山ハーモニーパークを駐車場として利用して、そこからシャトルバスを運行するという実験を行う予定になっている。六合目からだとバスが２台で間に合うが、月山ハーモニーパークまでだと４台必要だという計画だ。金額的に大きくなるので、これから先やっていけるか社会実験を行うわけだが、費用対効果の関係でバス料金や駐車場代を今まで徴収してこなかった。観光協会事業として採算がとれる形にしなければならないので、アンケートを実施したいと考えている。月山公園線については拡幅が困難で、八合目の駐車場台数にも限りがあるという昔からの継続した課題だが、月山と月山ハーモニーパークの活性化も重要な課題なので、これから観光協会が主体となって検討していきたい。
　　 金野会長：２５年度に提言書を出したわけだが、観光ルートの整備や観光メニュー、道路整備等、色々な問題が出てくる。人口減になっている現状で費用対効果だけで見てしまうと赤字だが、交流人口を増やすためにその赤字を認めるということも考えていかなければならない。そのあたりのことは検討する価値がある。
　　　 支所長：行財政改革も含めて、合理化の関係で廃止をする施設を様々提案していく中で、費用対効果だけの問題だけではないと委員から提案されることもあり、月山ハーモニーパークが行財政改革の中で廃止や民間譲渡という意見があったが、レストラン部分を民間委託したりして廃止は踏みとどまった。行財政改革の委員からの意見で廃止にならずに踏みとどまっている施設もあるので理解願いたい。お願いだが、月山ハーモニーパークが観光の重要な拠点になるということで残っていくためには、レストランと市民農園が成功し、月山ハーモニーパークを再整備するという構想が先に進まないと、予算の獲得等が難しい状況ですので、知り合いの方に勧めていただく等、力添えを願いたい。
　　 金野会長：北海道で外国人が集まってきてにぎわっている等あるようなので、羽黒地域にもそういったことができる広い土地があるので、観光と定住も含めて考えていかなければいけない。ただし、経費がかかるので見極めが必要だ。

伊藤 俊一委員：平成２６年度の投資的経費の中に羽黒庁舎の改築事業費があるが、これは必要なのか。市長と会う機会があり、羽黒庁舎の改築があると聞いていたが確かに予算化されている。羽黒町の合併時代苦労して建てた庁舎だが、非常に恵まれた建物だと思っている。鶴岡市の本所を見ても非常に狭苦しい。しかも会議室が少なく苦労している状態だ。こういった広いスペースのある建物が各地域にあるので、分散して会議を行うための拠点にしたらどうか。箱ものにあまり経費をかけないことはできないのか。以前は箱ものを非常にたくさん建てたが、その後の管理に非常に苦労している。庁舎職員も少なくなり、広いスペースがあるので会議用の場所として有効利用できないか。
　　　 支所長：地域庁舎で建て替えの必要がないのが、藤島、櫛引、温海で、建て替えの検討が必要なのが羽黒と朝日だ。藤島、櫛引、温海では、空きスペースの有効活用のために様々な取り組みを行っている。広域的に有効利用するということはもっともだが、羽黒庁舎については耐震改築を行わないといけない。検討経過の中で耐震補強を行うという案もあったが、耐震補強を行っても維持管理に係る経費が大きく、費用対効果等も含めて建て替えが良いという結果になった。
島津 慈道委員：避難所に指定されている建物の耐震強度は大丈夫か。また、各学校の耐震強度の問題もあったはずだが、それはどうなっているか。
 総務企画課長：法整備され公共施設については全て耐震化しなければならにことになった。中短期の内に耐震化されていない避難所については耐震化する。公共施設については今後の利活用も含めて耐震化する予定だ。耐震化の状況については手持ち資料がないので容赦願いたい。
島津 慈道委員：学校適正化と耐震化は絡んでくるので、次回会議で結果を教えてほしい。
 総務企画課長：昭和５６年を基準として、それ以降の建物は大丈夫だが、それ以前の建物については耐震化されていない可能性があるが、学校は全て耐震化してある。他は確認して回答する。

　　　 支所長：学校に関しては、市の耐震補強計画で５６年基準の耐震補強は完了している。避難所については総務企画課長が回答した通り、現在資料がないので後ほど資料を送付する。
　星野 博委員：仕事は観光系だが趣味が園芸で、加藤委員から堆肥を買っているので畜産振興に関して宜しく願いたい。産業課に要望だが、農地を貸すという話があったが、バイパスから南部農道の合流地点までに非常にゴミが落ちている。軽トラや２ｔダンプから捨てられているのも目撃しているが、耕作しているのは手向の人間だけではない。農地を貸す際にはゴミを捨てないようにしっかりと啓蒙して欲しい。手向から月山八合目へ向かうための主要道路の１つなのでゴミが捨ててあると目立つので宜しく願いたい。
早坂 一広委員：質問の前に案内だが、精進料理プロジェクトと観光協会の事業として掲載されているが、火曜日に辰巳芳子先生という高名な料理研究家の先生をお呼びして講演会を開催して大盛況だった。観光商工室長からもあったように三大祭りにあわせて精進料理をガイド付きで説明しながら行うツアーを企画している。委員の皆様にも案内したい。質問だが、鶴岡市としてユネスコの食文化創造都市の加盟を目指しているが進捗状況や見通しはどうなっているか。
　　　 支所長：今すぐ回答できる者がいないので預かって全委員に後日回答する。
５　協 　議
（１）平成２６年度の地域審議会の進め方について
　資料に基づき説明　資料３、４　
＜質疑応答＞

　　 金野会長：秋から２回開催するとのことだが、新市建設計画について答申まで行うのか。
 総務企画課長：概ねの流れについてだが、見直し案が固まった段階で各地域審議会の会長に説明する。その後審議会に諮って審議をする。その後に３回目を開催し答申を行うという流れになっている。

榎本 トヨ委員：災害時の避難場所だが、昨年の豪雨の際、避難指定集落が避難場所にたどり着けないということがあった。災害時は１人も見逃さない運動というのを展開しているので、皆に見える防災にしたいと思う。

山田 勝実委員：商工会からのお願いだが、商工会の支部が１人体制になっている。商工会は補助金と会費で運営を賄っているが、県からの補助金が減額されている関係で職員の配置が思うようにならず１人体制になっている。会員に指導や補助を行うのが非常に困難な体制になっており、商業も疲弊している。合併して給食センター化になり地域に食材を卸すことが少なくなっているので、地域が有利になるように何とかできないか検討願いたい。それから建設業についてだが、過去１０年間厳しい状況が続いた結果、災害等があっても地元業者が応札できない状況だ。建設業に関しては、継続的な公共事業の発注を願いたい。
勝木 正人委員：小学校の統廃合の問題があるが、櫛引地域は統廃合の対象になっていない。以前は櫛引地域の一番小さい小学校よりも多かった羽黒１小が統廃合の対象になっているということはどういうことかを考えると、羽黒地域は子どもたちにもっとお金をかけるべきだった。交流人口もいいが、子どもたちにお金をかけて居着くように審議会の議題に織り込めたらと思う。櫛引地域では都市交流だけではなく、地域の子供たちにも農業の収穫体験等を行い、都市への販売体験も行っている。そういう体験をさせることにより子どもたちが居着くのではないか。
齋藤 和彦委員：青少年育成委員という役職についているが、先生と子どもたちと地域の一体化について昔から検討しているが、役職について初めて気づくことが沢山ある。一般の市民の方に色々な情報を提供する方策が必要だ。私も地域の色々な意見を集約してこの審議会に臨みたい。

土岐 由紀委員：五重塔ライトアップの時に開催される演奏会のスケジュールが欲しい。

 観光商工室長：観光コンベンション協会のホームページにアップされている。スケジュールは最後まで決まっているので改めて伝える。

庄司 晴一委員：ギリギリになってから情報が出てくるので、判断するにも時間が足りない。事前に分かっている事柄については、早く情報を提供して欲しい。草刈りに関しても市全体で業者委託しているようだが、道路から１．５ｍを超える部分については草が伸び放題になっている。我々が残りの部分を刈っている中で、空き缶等のゴミや放置された樹木が大きくなっている等している状態を処理している状態だ。集落の人員も高年齢化している中で長く続けられるとは思っていない。業者に依頼するにしても、刈り方や後処理等考えて対応願いたい。広瀬地区や泉地区の住民にも観光の意識付けをしていけたらと思っているが、観光地だけ良くなっても、その途中が悪ければ観光客のイメージが悪くなるので、そういった地区は取り残されていく。現在は高齢者が頑張っているが、これから先、地域振興会議に問題を投げられても難しい。
　　 金野会長：この審議会は地域の運営について、行政に意見を言える会なので自覚を持って問題を提起して欲しい。予算等、色々な事柄がありできないこともあるかもしれないが、賛成、反対と言うだけの会にはしたくない。他に何もなければこれで審議を終わる。
（２）その他
　　特になし
６　その他
　　致道大学の周知について
　　資料に基づき説明　致道大学チラシ

　　＜質疑なし＞

　　羽黒山バイパスについて

　　　 支所長：羽黒山バイパスについて、進捗状況については現状の通りだが、懸案事項だった件が３月で解決し、国県で予算化されると進める状態になった。しかし、県では完成を平成３０年代前半としている。これについては、市や出羽三山観光開発期成同盟会で要望を強めていくが委員の皆様からも早期完成に向けて力添えを願いたい。
７　閉　　会
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